
起因物、事故の型：はしご等 - 激突の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

業種小

コード

労

働

者

規

模

1
15～

16

子供の指導中、子供がバランスを崩してビート板がとれ、おぼれそうに

なったので、赤台に足をかけて子供をすくい上げたときに滑り、右足薬指

が直角に落ちて骨折した。

60 140309 ―

1
16～

17

店舗のバックスペース内で脚立を使用してキャビネット上段に置いてある

書類を入れているダンボール箱を下ろそうとした際、左足から降りてい

て、左足を着地するときにバランスをくずしてしまい、足をねじり痛めて

しまった。

51 90103
1～

9

1
11～

12

倉庫にて、美装工事にて使用していた美装道具一式を棚の上に後片付けす

るため、高さ180cmの脚立にのったところバランスを崩し、左に倒れそう

だったので脚立から飛び降り、左膝に痛みがはしった。 当初は我慢できる

程度だったので様子を見ていたが、痛みが増していった。

31 30202 ―

1
11～

12

プラスト工場で、ボックス（2m弱）によりプラスト作業中、脚立の後方

にあるサンドブラストホースがからまっていたので戻そうとした時、バラ

ンスを崩して脚立から飛び降りたとき、右足の踵から着地し、踵を骨折し

た。

55 11209
1～

9

2 14~15
4段式脚立を使用し、大型浄化槽の組立作業中、脚立がぐらついたので3段

目より飛び降りた際、右足の踵を亀裂骨折した。
65 10805

10

～

29

2 13~14

事業場整備工場内で被災者が作業中、工場内高所の物品（道具）を取るた

めに脚立を使用し取り終え飛び降りた。 降りた際両足で着地し、右足底部
45 11701

1～



に痛みと違和感が生じ座り込んだまま立つ事が出来なくなっているところ

を事業場専務が発見し病院へ搬送し付き添った。

9

3 17~18
事業所内において、脚立に乗り材料の整理をしていたところ、脚立か足を

踏み外し左足を強打し骨折した。
28 30309

10

～

29

3 10~11

現場にて荷降ろししようとしたところ、粉粒体運搬車上部のマンホール蓋

よりエアーが漏れていたので、セメントが吹きこぼれる恐れがあるため、

再度マンホール蓋を閉めようと車輛上部へ登ろうとしたところ、段差に躓

き体が前のめりになり、体を支えようと左手を突いた際、左手中指を骨折

する。

43 40301

10

～

29

4
9～

10

事業所構内苗畑管理棟裏のプレハブ製資材庫内で、ビニールハウス用の寒

冷紗をロフト棚から取ろうとしたとき、片足が乗っていた梯子がずれてバ

ランスを崩し、右胸部を金属製のバーステーに打ち負傷した。

36 120109

50

～

99

4
23～

24

4番通路で補充終了後、カット台に設置してある踏み台から一段ずつ下

り、左足で着地した際に左膝を痛めた。 以前に膝を怪我したことがあり、

その左膝に体重がかかったことが原因である。

42 80209

50

～

99

4
14～

15

六尺脚立にてパワーコンディショナー取付枠を設置後、パワーコンディ

ショナー（30kg）を枠に引っ掛ける際、脚立上で前のめりにバランスを崩

し、パワーコンディショナーを支えきれず、設置場所よりパワーコンディ

ショナーが落下し、後頭部に接触し頭部を裂傷した後、土間コンクリート

上に飛び降り左足首を痛めた。 当初打撲の診断だったが、その後ヒビが

入っているとの診断を受けた。 尚、脚立上への被災者に別の作業イオンが

手渡しでパワーコンディショナーを渡し、作業員は、内部作業場所に移動

した。

30 30202
1～

9

5
9～

10

トラックの荷台から修理を終えて脚立から下りる時に、足を踏み外して飛

び下り、骨折した。
61 11701

1～

9

材料を載せる台（腰の高さ）の上で材料を梱包している結束線を切る為

に、台の上に登り、切った後、その台から後ろ向きに降りようとした際



6
13～

14

に、残っていた針金に右足が引っかかり、右足が着地できず、尻から落下

した。 その際に、右手小指側の手の平をぶつけ骨折した。 台から落下し

た時に遠くの方まで飛ばされた為、そこにあった材料を溜めるラックの先

端に左腕から引っかかり、左腕内側が切れ、7針を縫った。

69 11209

10

～

29

6
12～

13

店舗内ストックルームにて、商品の品出し中に脚立を使用した。 脚立から

少し離れていた商品を取ろうとしたところバランスを崩し、脚立から滑っ

てしまい、飛びおりるような体勢で床につま先からついてしまった。

19 80209

30

～

49

6
16～

17

作業場の窓拭きをするため脚立に乗り拭いていたところ、バランスを崩し

て1m下に飛び降りた際、左足踵を強打した。
76 10602

10

～

29

6
9～

10

工場内において、踏み台（高さ約70㎝）の上に乗りサンダー作業中、その

作業が終わったため踏み台から下りようとしたところ、足を滑らせ、その

まま後ろに倒れそうになったので、咄嗟に床に左手を着いた際に負傷し

た。

57 10401

30

～

49

6
9～

10

梯子の地上から1m程の高さの位置で、旧ソーラーを降ろしている際、バ

ランスを崩してしまい旧ソーラーを手から離し、本人はその高さから地上

に飛び降りた。 着地面がコンクリートだったため、右足の踵骨を骨折し

た。 着地面には障害物はなかったが、右足側に重心がかかるように着地し

たため骨折したと思われる。

46 30302
1～

9

7 13~14

当事業所内において、製品をトラックに積み込む際足場の替わりに脚立を

使用し、荷受けする際トラックのアオリに右足を引っかけて脚立を踏みは

ずし、腰の右側を打撲した。 ヘルメット着用なし 2tトラック

70 11209
1～

9

7 18~19

倉庫の2階で作業後、梯子を使用して1階へ下りる際、地面まであと1段で

着くと勘違いし、3～4段上から降りてしまったため、左足のかかとを骨折

及び左足首を捻挫してしまった。

48 40301

10

～

29

7 15~16

店内ペット売場ペットフードを品出し、補充している時に、すぐそばに脚

立があり、ペットフードの缶詰1箱（重量8.1kg）を持ちあげて振り向いた
28 80209

50

～



時に、目の前にあった脚立にぶつかり手に持っていたペットフードの缶詰

1箱（重量8.1kg）を右足首に落としてしまい負傷した。
99

7 13~14
2階にて流し台上の収納棚を交換のために取り外す際に、外れた棚を支え

ようと無理な体勢となり、脚立から飛び降りた時に左足踵を骨折した。
44 30209

30

～

49

7 11~12

庭の樹木（生垣高さ＝2.0m）の剪定を脚立6尺の2段目に足を置いて作業

していたところ、身体がぐらつき不安定になり、脚立から飛び降りた。 そ

の時、身体の全体重が左足踵に掛かり骨折した。

47 60101
1～

9

7
11～

12

工場の外側から脚立を使用して窓の補強をしているとき、作業終了後に脚

立を降りる際に、片足が地面に着いてバランスを崩し、左足を負傷した。
65 10602

50

～

99

7
16～

17

現場で車庫の屋根のペンキ塗りをしていた。 脚立を2つ並べ、その間に足

場板を掛け、その上に乗り作業をいていたところ、体のバランスを崩した

ため、飛び降り、左足踵の靭帯を損傷した。

50 30199
1～

9

7
15～

16

事業所内倉庫にて、脚立から降りる際にバランスを崩し、足を踏み外し、

足を捻挫した。
32 50202

1～

9

9
13～

14

倉庫内で皿を出している際、高い所に収納してあるものを取るために、ふ

み台を使ったが、そこから降りるときに片足に体重がかかってしまい足を

骨折した。

57 140101

500

～

999

9
10～

11

歩道工事で、下請の作業員が高木（約7m）を撤去作業中（高所の枝をす

べて撤去）残り約2.5mを撤去中、木に帯ひもを掛けてユニックで吊り上げ

つつ脚立の上から（地上約2m）、チェンソーで枝を切断している時切れ

た枝が自分の方に向かってきた為、とっさに脚立から足がおりてしまい、

左手・胸・腰のあたりを地面に強打し負傷した。

40 30106

10

～

29

9
14～

15

道路にある伐採予定のサクラの木をどのように伐採するかシミュレーショ

ンの為、脚立で5ｍ登って確認してから、安全帯をはずしながら3m付近ま

で来た所で、足をかけようとしたら踏みはずし、ジャンプで着地を省みま
52 30199

50

～

99



したが、右足が不陸な路面だった為、ひねって踵を骨折した。

9 8～9
当日被災者は、工場内で配線盛替作業中、バランスを崩し脚立中段から飛

び降り、左足から着地し、足首を捻り転倒負傷した。
69 30301

1～

9

9 4～5

ピッキング作業が終了して、ハシゴを下りる時、足を踏み外して、ハシゴ

のポールに左脇を強打した、その時の状況は、通常であればハシゴをつか

んで降りるが、ハシゴを背面にして降りていたため、足元を良く見ていな

かったものと思われる、尚ハシゴの高さは約1m50cmである。

61 40301 ―

10
12～

13

当施設（グループホーム）のリビングにおいて、窓の網戸を開けようとし

て網戸が開きにくかったため、網戸の調整をするため椅子（高さ約

45cm）を使用して窓枠（高さ約80cm）に上がり作業をした。 作業後窓枠

から下りるため椅子に足を乗せようとしたが、踏み外し落下した際、近く

の台所カウンターに手を伸ばしてつかまろうとしたが、つかめずに右手首

をぶつけてしまい負傷したもの。

74 130201

10

～

29

10
22～

23

店舗1階倉庫にて箱に入った空気洗浄器を持ち上げて運ぼうとした際、箱

が大きく足元が見えなかったため、足元にあった小さな脚立（2段）に気

付かず、脚立の踏ざんに右足の脛をぶつけて負傷。

32 80209

30

～

49

10
14～

15

革の干し作業のために干し場に上がるとき、梯子が動いたため「危ない」

と思い、咄嗟に飛び降りたところ、踵から着地して負傷した。
68 10807

10

～

29

10
13～

14

敷地内のビニールハウス建設予定地にて、一人で高さ2.5mの三脚の脚立に

上り、チェーンソーで周辺の樹木の枝打ち作業を行っていた際、バランス

を崩し倒れそうになったため、咄嗟に脚立から飛び降り両足で着地したと

ころ、激痛が走った。 両足の踵骨骨折との診断を受けた。

63 60101
1～

9

11
23～

24

装置点検作業のために踏み台に左足から上がろうとした際、躓き、左足の

脛部を踏み台にぶつけて受傷した。 後日、再診を受けたが、傷口が塞がっ

ておらず、手術を行い縫合を実施した。

54 11502

500

～

999

17～
駐車場内にて、フォークリフトの爪からサヤを取り外す作業中、取り外し 50



11
18

たサヤを足に落としてしまった。 安全靴を履いていたが、足の甲の部分を

負傷してしまった。

36 140101 ～

99

11
11～

12

会社にて脚立に乗ってパイプが置いてある棚を整理中、バランスを崩し落

ちそうになったために、ジャンプして着地したところ、右足の踵の骨を骨

折してしまったものである。

54 30203

10

～

29

11
16～

17

第2工場の玄関前の缶出し作業場にて、ルールとなっている「作業時踵の

ある靴で底が真っ平」ではないサンダルを履き、踏み台として利用してい

た木のパレットから降りる際、コンビテナーを手で持とうとして積み損な

い、意図しない方法で着地し、負傷した。

35 10109

100

～

299

11
14～

15

トラック車庫にてトラックのボディーに付いているバックモニター用のカ

メラを点検するために、脚立（2ｍ位）に登っていた。 点検終了後、一段

下りた時に、脚立がぐらついたので、そこから飛び降りてしまい、両足で

着地した際、両足の踵を負傷した。 あと、その勢いで転んでしまい、右

肘、両手指も負傷した。

63 40301

10

～

29

11
16～

17

個人宅の軒先板張替工事にて足場解体のため、脚立で上に上ろうとしてい

た。 脚立の2段目～3段目の途中でバランスを崩し飛び降りたところ、

ちょうどその場にあったプランターに足を突っ込み、右足を捻った。 その

際に右足踵を骨折、及び筋を損傷したものである。

48 30202

50

～

99

12 19~20

売場で3段脚立を使用してクリスマスディスプレイを撤去しようとした

際、脚立の上でバランスを崩し、床に着地した時に右足の踵を床で強打し

た（右踵打撲）。

55 80201

300

～

499

12 18~19

当店4階子供服売場で、脚立にのり、柱の上へ商品を並べ、うしろ向きで

脚立を下りていた時、最後の1段を踏みはずして左足を強く床へついてし

まい、以前より治療中だった左膝に痛みが走り、歩けなくなってしまっ

た。

50 80201

300

～

499

12 8~9

当社工場内において、裁断台の上で作業をしていた際に、117㎝ほど離れ

た別の裁断台にある道具を取るため、一旦裁断台から降りることなくその

まま飛び移ろうとしたが、足を滑らせてしまい転倒し裁断台からも落下し
60 10301

30

～



て、胸部と踵部を強打し負傷した。
49

12 9~10

本社玄関入口の屋根部分にはしごをかけて、はしごにのぼった状態で窓ガ

ラスにホースで水をかけていた。 はしごが横に倒れそうになったので、後

ろに飛び降りたところ、足から地面に着地し、かかとを受傷した。 （2～

3m程の高さから飛び降りた。）

58 11209 ―

12 16~17

マンション敷地内駐輪場で、駐輪場屋根に投棄されたゴミを取る為、脚立

を使って屋根に登った。 屋根が雨で濡れていた為、クツが濡れ、脚立で屋

根から降りる際、滑ってしまい、脚の部分に右膝をぶつけてしまった。

64 150101

10

～

29

12 17~18

エレベーターピット内で、脚立を梯子状にしてエレベータードア開口に半

分掛かるようにして、直前作業を行っていた。 一旦外部に出てから再度

ピットに降りようと脚立に両足を掛けた際にバランスを崩し、危険を回避

しようと1.3m下のピット床面に飛び降り着地したところ、左足踵を負傷し

た。

37 30302
1～

9

12 10~11

居宅内の清掃作業中、窓拭きをしようと高さ70㎝の机にのって作業をし

た。 窓拭きが終了したため、後ろ向きで机に手をつき、左足から下りよう

としたところ、捻った状態で下り、そのまま倒れこんだ。 その後、左足が

痛く、歩けなくなった。

63 130201

100

～

299

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_08.html
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